
保
険
年
金
課 
☎
66
◆

1
1
0
3

第
3
期
ユ
ト
リ
ー
ナ
水
中
健
康

教
室
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

1
月
19
日
〜
3
月
8
日

毎
週
火
曜
日

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
7
時
〜
8
時

③（
後
期
高
齢
者
優
先
コ
ー
ス
）

　

1
月
14
日
〜
3
月
3
日

　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

④
1
月
15
日
〜
3
月
4
日

　

毎
週
金
曜
日

 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
う
ち
8
回

と
こ
ろ　

ユ
ト
リ
ー
ナ
蒲
郡

対　

象　

○
国
保
加
入
の
方

　

世
帯
主
、
国
保
被
保
険
者
全
員

に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
世

帯
の
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
の
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

※
学
生
、
オ
ム
ツ
使
用
の
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
水
中
運
動
が
危
険
と
判
断
さ
れ

る
場
合
、
参
加
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定　

員　

各
12
人（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

千
800
円

持
ち
物　
水
着
、
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ

申
し
込
み　
12
月
10
日
㈭
ま
で
に
、

保
険
証
・
印
鑑
を
持
っ
て
保
険

年
金
課
ま
た
は
ユ
ト
リ
ー
ナ
蒲

郡
へ
。
ま
た
は
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
保
険
証
番
号
・
希

望
コ
ー
ス（
第
一
希
望
・
第
二

希
望
）・
個
人
情
報
確
認
事
務

の
同
意
文「
私
お
よ
び
世
帯
員

の
市
税
等
納
付
状
況
の
確
認
事

務
を
行
う
こ
と
に
同
意
し
ま

す
。」を
明
記
の
上
、
保
険
年
金

課（
〒
443-

８
６
０
１ 

FAX 

66
◆

１

１
８
１ 
Ｅ
メ
ー
ル nenkin@

city.gam
agori.lg.jp

）へ
。

※
参
加
の
可
否
は
12
月
18
日
㈮
ま

で
に
通
知

し
ま
す
。

企
画
政
策
課 

☎
66
◆

1
1
6
2

第
16
回
ギ
ズ
ボ
ー
ン
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
を
募
集
し
ま
す

蒲
郡
港
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
ギ
ズ
ボ
ー
ン
港
は
、
平
成
8
年

に
姉
妹
港
提
携
を
し
て
お
り
、
毎

年
、
写
真
を
通
し
た
市
民
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ギ
ズ
ボ
ー
ン
で

紹
介
す
る
蒲
郡
の
風
景
な
ど
の
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

作　

品　

蒲
郡
を
広
く
紹
介
す
る

も
の（
風
景
、
暮
ら
し
、
観
光
な

ど
）
で
、
平
成
27
年
1
月
1
日

以
降
に
撮
影
し
た
未
発
表
の
作

品
。
カ
ラ
ー
・
白
黒
の
四
つ
切

り
ま
た
は
Ａ
４（
ワ
イ
ド
は
不

可
）
で
1
人
2
点
ま
で
。
デ
ジ

タ
ル
写
真
も
可
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
申
し
込
み　

11
月
30
日
㈪
〜
1
月

29
日
㈮
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で

住
所（
在
勤
の
方
は
勤
務
先
も

記
入
）･

氏
名･

電
話
番
号･

画

題
・
撮
影
日
・
撮
影
場
所
を
企

画
政
策
課（
〒
443-

８
６
０
１
）

へ
。

入　

賞　

特
選
1
人
、
準
特
選
2

人
、
入
選
5
人
。

※
第
1
次
審
査
を
通
過
し
た
約
30

作
品
を
ギ
ズ
ボ
ー
ン
で
展
示
し

ま
す
。
入
賞
者
に
記
念
品
あ
り
。

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

が
保
有
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

発　

表　

平
成
28
年
10
月
予
定

問
合
先　

蒲
郡
・
ギ
ズ
ボ
ー
ン
姉

妹
港
委
員
会
事
務
局（
☎
69
◆

５

６
１
４
）

これからの公共施設のあり方を検討してきた市民会議から、市へ提言書が提出されました。提言書では、
将来を見据えた持続可能な公共施設のあり方について、次の3つの観点で整理されています。今後は、平成
27年度中にこの提言を元に市の基本方針を策定します。

市民会議から提出された提言書は市ホームページでご覧になれます。

考える・公共施設  ～市民会議から提言書～

財政状況や社会変化を踏まえた「身の丈にあった」規模へ
・施設を長期に渡って維持できる身の丈にあった規模にすべき。
・民間の資金や運営ノウハウを取り入れ施設にかかるコストを減らしていく。

観点1
維持できる量

まちの魅力を高めるための公共施設へ
・子どもが安心して利用でき、若い世代とお年寄り世代の
　交流ができる施設を求める。
・また利用してみようと思える魅力ある施設の創出。

観点2
便利で魅力的

将来を見据えた公共施設マネジメントの推進
・実行性のある計画を策定し、確実に効果が出る体制を整える。
・地域の意見を取り入れたマネジメントを実行すべき。

観点3
確実な実施

2015.12

22
財務課  ☎66◆1158


